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序

昭和56年 5月8日付で、横須賀城跡が「国の史跡JfC指定され恒久的保存措置が示され

ました。

この乙とは、天正 6年lζ築城され、以後徳川・武田の攻防を物語り、廃城になった明治

維新までの約300年間、城下町としての歴史を誇ってきた本町にとって輝かしい評価であ

ります。また、再三にわたり城跡保存を訴えてきた関係者にとっても大きな喜びでありま

した。

昭和57年度、 58年度の 2か年に亘り「保存管理計画Jが策定され、昭和59年度において

は、文化庁および県のζ指導ご援助とにより城跡環境整備事業の一環として、発掘調査お

よび樹木の伐開事業などを実施いたしました。

事業の遂行にあたりましては、大正大学名誉教授斎藤忠先生、静岡大学助教授小和田哲

男先生、奈良国立文化財研究所高瀬要一先生からは種々ご指導をいただきました。さらに、

県教育委員会文化課の諸先生方、また及川・山田両先生には、ど多用の中現地調査に当っ

ていただくなど、格別なご配意をたまわりました。あらためであっくお礼申しあげます。

乙の先、城跡の保存と環境整備事業を推進していくためには、国および県のご支援と土

地所有者の深い理解、町民のあたたかい協力が何よりも大切であります。

本書は城跡の復元整備の上で、貴重な資料であるとともに史跡公園の完成への目標に向

って活用される乙とを念願し、刊行の序と致します。

昭和60年 3月

静岡県小笠郡大須賀町教育委員会

教 育長伊藤正一郎



例日

1. 本書は静岡県小笠郡大須賀町に所在する史跡横須賀城跡の昭和59年度保存修理事業の

概報である。

2. 保存修理事業は文化庁・静岡県の補助・指導をうけて、大須賀町教育委員会が実施し

fこ。

3. 保存修理事業に伴う発掘調査は、斎藤忠(大正大学名誉教授)・小和田哲男(静岡大

学助教授)・高瀬要一(奈良国立文化財研究所)の指導のもと、静岡県教育委員会文化

課の及川司・山田元広の両名が担当した。調査に関する事務は大須賀町教育委員会事務

局があたった。

4. 本書の執筆分担は以下の通りである。

第 I章松本すが子第E章及川 司第E章斎藤 忠

5. 発掘調査資料の整理には、県教育委員会文化課清水整理保管室の鈴木清子・杉田充恵

・秋山よしのの協力を得た。なお、本書の編集は及川が行なった。
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第 I章 横須賀城跡の保存事業

1. 保存管理計画の策定

横須賀城跡の指定総面積は 168，419.64dでそのうち農地は全体の53%、宅地等は約36労であ

る。また、民有地は全体の81%を占め、その中には、松尾町の民家62戸と操業中の中小工場とが含

まれている。そのため史跡の恒久的な保存を図る乙とを目的とした規制と、地域住民の生産活動

や日常生活から生じる現状変更との調和は重要な課題である O

昭和57年度と58年度の 2か年に亘り、文化庁および県の補助と指導により「横須賀城跡保存管

理計画」が策定された。すなわち、横須賀城跡の歴史と現況にもとづき、指定地全域をA地区、

B地区、 C地区の 3種に区分し、それぞれの地区の性格を明確にしたうえで、土地の利用や現状

変更の規制の内容等を「保存管理基準」として明らかにしたものである。(昭和59年 3月刊「史跡

横須賀城跡保存管理計画策定報告書」参照)

また、史跡の保存のために土地の公有化は最も有効なてだてである O 城跡の保存と地域開発と

の調整が行なわれてきた過程の中から、緊急かっ重要な地域を第一次公有化計画地としてあげて

いる。

なお、「整備活用計画」については、堀・石垣・土塁・塀・門など城としての機能や各曲輪の配

置等は、できるだけ復元整備したいとの基本的考え方にふれた内容のものである。

2. 昭和59年度の事業

整備基本計画の作成

横須賀城跡は、明治維新l乙廃城となり民聞に払し、下げられて以来 100余年の聞に、農地、住宅

地、工場用地等の土地利用がすすめられ、現在ではだいぶ荒廃している部分が多い O

整備のためには、本来、城の地割がどうであったのかを把握することが肝要であるが、横須賀

城跡の発掘調査は始まったばかりである。しかし、現存の遺構調査、文献・古絵図の収集と調査、

航空写真の入手や検討等を丹念に行えば、かなりの部分は復元可能であるとされている。

こうした調査および資料検討と城跡の理解にふさわしい修景等とについて、奈良国立文化財研

究所のど指導、ご協力をいただき「基本計画」を町単独事業としてまとめている。

横須賀城跡整備委員会の設立

横須賀城跡の第一次公有化計画地域は、本丸の丘陵地 32，694.38dで昭和57年度より年次計画

により買い上げを行ない、昭和59年度では 25，161.32dと第一次計画地面積の 76.9%に達した。

公有化計画は、城跡保存のためであることは言うまでもないが、一方史跡が正しく理解され、

住民の日常的な利用にも、広く活用されるように整備し公開していくことも急がれる状況下にあ

る。



このため「整備の基本計画」をふまえ、かっ具体的な整備計画を立案し、発掘調査についても

指導をお願いするという趣旨により、昭和59年11月より「規約」を定め整備委員会を発足させた。

委嘱した委員はつぎの通りである。

委 員長 斎 藤 忠 (大正大学名誉教授)

委 員 小和田哲男(静岡大学助教授)

委 員 高 瀬 要 一(奈良国立文化財研究所)

地元委員 大石六明・ 平松庄作・戸塚康雄

土 屋 虞 重・泉敬常・松浦源一

(横須賀城跡保存推進委員会より代表)

視IJ量基準点設置と地形測量

横須賀城跡の整備のうち、第一次の公有化計画地域は、発掘調査を前提とし、事実に基づき忠

実な復元整備が計画されている。発掘調査は経費や調査体制などの点からも、早期に完了すると

いうわけにはいかないので、調査実施後l乙予定されている整備については、数年次lζ亘ることも

止むを得ない状況である。

部分的に実施してL、く調査や整備は、常に「整備基本計画」にそって一貫性をもち、連続した

作業の一部でなくてはならない O

昭和59年度においては、指定地に 5箇所の測量基準点を設置し、発掘調査や整備の実施設計に

役立てるとともに、第一次整備地域の縦・横断面を作成した。

基準 2

~ ---/ 

基準 4

基準 3

基準 l

第 1図 横須賀城跡測量基準点設定図

-2-

基準 5



第1表 横須賀城跡測量基準点測量成果表

L X Y H 

基準 ~ 146068.571 ~ 48118.287 19.415 

373.284 

基準 2 ~ 145971.811 48478.812 5.017 

295.380 

基準 3 ~ 145896.556 ~48193.179 5.031 

基準 4 ~ 146167.067 48271. 173 3.631 

181. 867 

基準

209.822 

基準 5 ~ 146084.142 47909.043 5.864 

松尾山の伐聞事業

松尾山頂には、古絵図によると、水をたたえた池があり、登山路らしき跡も描かれている O しか

し、現況は樹木が生い茂り、容易に山中へ入いれないほどであるため、主要な高樹を残して伐開

し、下枝を整理するなど、見通しのよい疎林状態にするための事業を実施した。その結果、急峻

な斜面下の空堀の遺構などが明らかになったが、池のひろがりの確認、通路の整備、また修景的

な樹木の植栽等は、昭和60年度以降の事業に計画されることになった。

発掘調査

発掘調査は次年度以降の復元整備の事業l乙備えて実施されたもので、年次ごとに計画されてい

くが、本年度は最初の年であり、その概要は第E章で述べられている。

横須賀域廃城l乙際し、域内の建物のほか、石垣や立木までも払l、下げられた記録があり、復元

整備の手懸りは乏しく、今後の調査によって、往時の登城口、通路、門、建物の位置などが確認

できればと大きな期待を寄せているものである。

- 3 -



第E章 発掘調査の概要

1. 調査の目的と経過

昭和57・58年度に史跡横須賀城跡の保存管理計画の策定事業を行ない、今後の保存の方針を明

らかにし、本年度より保存修理事業を開始する乙ととなった。事業の中で、今後の保存整備の基

礎資料を得るために、発掘調査を実施し、遺構の残存状況等を確認することとした。本年度は第

一次公有化地域内のすでに公有化の済んでいる所の中で、斎藤先生・高瀬先生の指導のもとで県

文化課と町教育委員会の担当者が協議した結果、以下を調査目的とするとととした。

1. 本丸西側部分の遺構残存状況。

2. 本丸北側の士塁の構造と残存状況。

3. 天守台の構造と残存状況。

調査については町教委には専門職員がいないため、県文化課l乙派遣を依頼、二名の派遣をうけ

ることとなった。調査体制は以下の通りである O

調査主体 大須賀町教育委員会

調査指導

調査員

調査事務

斎藤忠・小和田哲男・高瀬要一

及川 司・山田元広(県文化課)

大須賀町教育委員会事務局

調査は 8 月 23 日 ~25 日に調査区域の下草刈りを行ない、 8 月 27 日には斎藤先生・町教育長を始

め関係者が集まり、調査の安全を祈って鍬入式を行なった。その後、本丸西側部分に発掘区を設

定、便宜上 4分割し、その北西部分より掘り下げを開始した。猛暑の中、茶の木の根を抜きなが

らの作業は大変なものであった O 本丸西側部分の調査と併行して、 9月3日には本丸北側の土塁、

同5日には天守台西側l乙トレンチを設定、掘り下げを開始した。本丸西側部分については、表土

除去後、精査を行なったが、新しい時期のものと考えられる溝状遺構の他、域l乙関連する遺構は

検出されず、念のため南北に 2本、東西iζI本サブトレンチを入れ、土層観察を行なった O その

結果、一部には瓦片が入り込んでおり、整地層の存在が考えられた。また、西側に拡張区を設け

て、掘り下げたが、新しい時期の地墳の溝と考えられるものが検出されたにすぎない。土塁部分

の卜レンチでは、その前部分に瓦i留めが検出され、その状況をつかむため、一部拡張して掘り下

げた。 9月11日より、各トレンチの土層の検討・線引を開始し、併せて、測量用の仮基準杭を設

定した。 13日からは土層実測を開始した。 20日には、斎藤先生・小和田先生が現地を訪れ、調査

の今後について次の事項を指導された。1. 天守台トレンチ内の石列の追求 o 2. 土塁の土層の

再検討。 3. 土塁前瓦j留めの範囲の確認。の 3点である。天守台トレンチについてはサブトレンチ

を設定、掘り下げた結果、建物の基礎かと考えられる集石の一部が検出された。土塁の土層につ

いては検討した結果、二時期に構築されたのではなし、かと考えられた。瓦溜についてはその範囲

4 
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がほぼつかめるまで大きく拡張した。

その後、実測・写真撮影等の作業を続行、 10月5日には調査を完了する乙とができた。なお、

埋め戻しについては、町教委の担当者の立合いのもと、調査終了後行なわれた。

Z 遺構について

今年度の発掘調査は、本丸西側部分、本丸北側土塁及び天守台の一部を対象として行なったが、

以下その概要を各部分どとに述べる。

本丸西側部分

古絵図によれば、本丸正面の門から登ってきた口が西の丸寄りの所と東寄りの所にある。また、

この本丸の西の丸寄りの所には建物が描かれている。調査は乙の部分にどんな遺構が残されてい
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第 3図本丸西側部分調査区平面図
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第 4図本丸西側部分土層図

2 稽縄色土

3 貧灰褐色土

4 暗費傷色土

5 暗縄色土

6 時貧縄色土

7 晴貧褐色土

8 暗賞備色土(瓦多し}

g 崎賞傷色土

10 暗茶褐色土(宜含仁)

11 黄禍色土

12 黒褐色土

るのか、またその残存状況はどうかの確認を目的として行なった。調査は田の字型の発掘区を設

定、掘り下げたが、耕作土下には新しい時期の溝状遺構の他、何らかの遺構も検出されなかった。

そのため、南北2本、東西 1本のサブトレンチを入れて、土層観察をするとともに一部西側に拡

張区を設定し、掘り下げた。拡張区では後世の地墳の溝状遺構が検出されたのみで、城lと関連す

るものは検出されなかった。サブトレンチの掘り下げの結果、発掘区の南半、地形lと沿う形で、

瓦の混った整地層と考えられる層が検出された。中lと入いっている瓦には「櫛松」の文様の軒丸

瓦もあり、乙れを整地と考えれば、西尾氏が城主であった時代のものと考えられる。乙の部分の

もとの地形を推測すると南北から脅入する形でややせばまっており、本丸と西の丸の通路的部分

であり、建物等は本来建てられていなかったと考えられる。また、ある時期、南側に整地し、そ

の空聞をやや広くしたと考えられるが、やはり建物等は建てられなかったものと考えられる。乙

の部分の性格については周辺の調査が進む中で検討をしていく必要があろう。

本丸北側土塁

今回の調査の目的の一つに土塁の構造の解明があった。そ乙で、乙の土塁lζ トレンチを設定、

掘り下げ、その断面を観察検討した。その結果、土塁は、 2時期にわたって構築されている乙と

が明らかになった。 1期の土塁は、北側部分がやや崩落しているが、基部の幅約 3m、高さは当

時の城の面と考えられる所から約 2mである。地山である磯混りの暗褐色ないし明褐色土を積み

上げている。 2期の土塁は乙の 1期の土塁の南側に構築している。基部の幅約 6m、高さは約 2.4
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第 5図 本丸北側土塁トレンチ実測図

m程である。その土層をみると、上部にはきれいな版築の様子がうかがえる。乙の土塁lとは何ら

かの上部構造があったか、それを知る痕跡は何も確認されなかった。

乙の土塁の前面からは瓦溜が検出された。瓦は土塁l乙寄せられた形で検出され、幅 1.5m-3

m、東西に長く広がっている。乙の瓦の堆積状況をみると、当時の面lとそのままのっており、廃

城時、乙われた瓦をこの土塁の前に寄せたものと考えられる。廃城時の記録をみると、建物はい

うに及ばず立木、石垣までも払い下げられており、瓦もその中にふくまれていたであろう。まと

もな瓦は当然持ち出されており、乙 ζ にはこわれた瓦が棄てられたと考えられる。乙の瓦溜めに

は完形のものが極く少ない点から肯首できる。また、乙うした瓦溜めの存在をみると、瓦葺きの

建物があった事は確実であり、乙の瓦溜めの南側に位置する可能性は高い。次年次以降の調査で

明らかにされるであろう。
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第 6図 本丸北側土塁前五溜実測図
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天守台

現在、本丸の北東部分に 1段高くなった部分があり、天守台と通称されている O しかしながら、

本来の形であるとは考えられず、戦後、 2度程大きく改変されている O 調査は本来の天守台の位

置・規模の解明を目的としたが、現状の建物等の関係から、その西側の一部に一本卜レンチを入

れたにとどまった。トレンチによる調査の結果、地元の人の話を裏付ける様に、忠霊殿建設の際、

北側の土塁の一部をとり崩して造成した層と、また、昭和20年代後半、子供たちの遊び場とする

ため、天守台をとり崩して造成した層が認められた。本来的、天守台の遺構は認められず、天守

台は現在天守台と言われている部分の北東寄りに位置するものと考えられた。また、前記の 2つ

の造成土の下には城当時のものと考えられる面が認められ、小規模な瓦溜めが検出されるととも

に一部集石が認められた。トレンチ調査であるため、その全容ははっきりとはしないが、あるい

は、本丸にあった建物の基礎ではないかと考えられる。

3. 遺物について

本年度の発掘調査で出土した造物には、瓦・陶磁器・鉄製品・銭貨等がある。以下その概要に

ついて述べる。

瓦

本丸内の建物に使用されていたと考えられるものであり、本丸北側土塁前の瓦溜め、天守台ト

レンチ内、本丸西側部分の整地層と考えられる所から多量に出土しており、その種類には、軒丸

瓦・車干平瓦・丸瓦・平瓦・号;!斗瓦・鬼瓦・続瓦等がある。

軒丸瓦(第8図 1-3、第9図7-12) 今回出土した軒丸瓦にはL、わゆる菊丸瓦も含めて 9

種類みられる。 1は瓦当の直径 14.7cm、内区には横須賀城第12代城主である本多利長の紋所であ

る『立葵』が文様としてつけられている。 2は瓦当の直径14.7c冊、内区には13代から明治維新の

廃城時までの城主であった西尾氏の紋所である「櫛松』が文様としてつけられている o 3は瓦当

の直径16.0側、内区には巴文がつけられている O

7 -12は棟部分の装飾に使用されたと考えられるいわゆる菊丸瓦である。 7は瓦当の直径 7.5 

cm、内区l乙は菊の文様ではなく、本多氏の紋所「立葵』がつけられている。 8、9、10は瓦当の

直径 8-8， 5 cmのいずれも内区には、陽刻の菊の文様がつけられているが、 8は弁l乙沈線をもち

16弁、 9は16弁、 10は15弁となっている O また11、12はいずれも瓦当の直径8.5cm程の陰刻の菊

丸瓦であり、 11は8弁、 12は16弁となっている。

軒平瓦(第 9図5、6) 今回 2種類出土している。いずれも唐草文をつけているが、中央に

はそれぞれ、『立葵 Jr櫛松』の文様がつけられている。 5は軒丸瓦の 1と、 6は同じく 2とセッ

トとして作られ、使用されたものであろう O

腕瓦(第10図14) 14は鱗瓦の一部と考えられるものである。表面には形を押しあてて鱗を表

現している部分もみられる。内面lとは輪積みの痕跡が顕著である。全体のどの部分にあたるのか

ははっきりせず、今後の検討を要する。
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鬼瓦(第10図15) 鬼瓦の左上隅の部分と考えられるものである。その左側面にはへラ書きで

「天保六」と刻まれており、瓦の製作年代がはっきりとわかるものである。

他lζ、烏会かと考えられる『櫛松』の文様のもの(4 )がある。また、巴文の桟瓦の軒瓦(13)

も出土している。その他の多くは、平瓦・丸瓦・喫斗瓦等であり、本丸北側の土塁前の瓦溜めで

は瓦とともにしっくいも出土している。

陶磁器

本丸西側調査区の耕作土中から多量に出土している。その多くは明治以降と考えられるもので

あり、廃城後茶畑となったこの場所に棄てられたものであろう。しかし、それらに混じって、江

戸時代後期のものも何点かみられる。 18-19世紀代の美濃・瀬戸製の本業焼、伊万里焼、志戸日

焼等がみられ、中には17世紀頃のものと考えられる唐津焼も l点みられる。ほとんどが破片であ

り、形がわかるものは少ないが、すり鉢、そば猪口、蓋等がある。いずれも日常雑器の類と考え

られる O

鉄製品

陶磁器と同じく、本丸西側部分の調査区から、釘等の鉄製品が出土している。釘は断面が方形

のものであり、乙の本丸部分の建物に使用されたものと考えられる O

銭貨(第10図16-19)

本丸西側部分の調査区から出土している o 16はその細かい特徴からみて、明治元(1968 )年か

ら2 (1869)年に鋳造された明治二分判金と呼ばれるものと考えられる。 17は裏面の文様から

みて、正字正11波)と呼ばれる寛永通宝の四文銭であり、明和 6(1769)年に鋳造されたものと

考えられる。 18は草文の文久永宝の四文銭であり、文久 3(1863)年に鋳造されたものと考えら

れる。 19は腐蝕のため判然とはしないが、寛永通宝と考えられる。

※陶磁器については(財)静岡県埋蔵文化財調査研究所の足立順司氏にど教示をうけた。
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第 E章まとめ

史跡横須賀城跡の保存は昭和57年度、 58年度に「保存管理計画」が策定され、その方向付けが

なされ、本年度から保存修理事業が開始された。本年度l乙行なわれた事業には測量基準点の設置

と地形測量、整備委員会の設立、本丸部分の発掘調査、松尾山の伐聞があり、他に町の単独事業

として「整備基本計画」の作成がある。

こうした中で特に本丸部分の発掘調査の成果と今後の課題についてまとめてみたい。

本丸部分の発掘調査は、本丸の西側部分、土塁、天守台の一部を対象として行なわれた。その

結果、

1. 本丸西側部分については何らかの遺構も検出されず、本丸と西の丸の通路的性格をもっ空

間ではないかと考えられた。

2. 本丸北側の土塁については 2時期の構築が確認された。

3. 天守台についてはかなり後世の改変をうけていることが認められ、今回調査された部分で

は、本丸の建物の基礎と考えられる集石が検出された。

4. 土塁前に瓦J留めが検出され、本丸部分の建物に使用されたと考えられる瓦の豊富な種類が

認められた。

乙うした結果とともに、今後の調査の課題も多く、天守台の位置および規模の確認、本丸内の

建物の確認、本丸への登り口の確認、土塁の構築時期の解明等がある。調査については今後も継

続され、乙れらの課題の解明がなされるとともに、復元整備の大きな基礎資料を提供することと

なろう。
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